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景観に関わる条件：上追子川合流点付近を取りまく景観

◆護岸の景観整備方針
背後の施設(松江地方合同庁舎，くにびきメッセ)と一体となって，人々が集い，安らぐ

ことができる，都市的な雰囲気をもった水辺の景観整備を行う。

◆水門・排水機場の景観整備方針
対面する合同庁舎，隣接するくにびきメッセと一体となって、都市的な雰囲気をもっ
た景観整備を行う。
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大橋川

剣先川

松江地方合同庁舎山陰中央テレビ
(TSK)

くにびきメッセ

(仮)新体育館

向島川合流点上流区間，くにびき大橋下流区間

●石積護岸の整備により大橋川らしい風景を保全。

●水際歩道で水辺の動線の連続性を確保。

「都市化を感じさせる地域」

人々が集い・行き交う賑わいの空間

で新たな時代にふさわしい景観を形成。

TSK・合同調査庁舎区間

●人々が集う水辺のオープンスペース

(緑の法面と階段護岸)を整備。



景観に関わる条件：上追子川合流点付近の視点場

◆視点場
・遠景からの視点
歩行者，車などからの視点場として，くにびき大橋からの視点がある。
・近景からの視点
歩行者やくにびきメッセ利用者からの視点場として，くにびきメッセ側からの
視点がある。

くにびき大橋
からの視点

くにびきメッセ
側からの視点

排水機場・水門の計画位置

大橋川

剣先川

松江地方合同庁舎
山陰中央テレビ
(TSK)

くにびきメッセ

(仮)新体育館

2



景観に関わる条件：上追子川合流点の施設・機能・規模

◆排水機場
＜機能：内水排除施設＞
・既設ポンプ5.4m3/s (2.7m3/s×2台)を移設した上で、
5.0m3/s×1台を増設し、10.4m3/sの上追子川排水
機場として整備する。

＜位置＞
・現在の排水機場は、合同庁舎、道路に挟まれた狭隘な
場所にあり、同位置における増設は困難なため、上追
子川が剣先川へ合流する付近に配置する。

◆水門・築堤護岸
＜機能：外水防御施設＞
・洪水時の逆流防止施設として、築堤護岸とともに上追子川の川幅相当の水門 (幅12m)
を配置する。
・平常時では、常に「閉鎖」している。
＜位置＞
・上追子川と剣先川の合流点付近に配置する。

既設排水機場・水門

排水機場・水門の計画位置

くにびきメッセ
合同庁舎

移設・増設

剣先川
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景観に関わる条件：水門規模

◆水門の大きさ
「河川管理施設等構造令」に準拠
し、計画H.W.L.水面幅相当の水門
幅とする。

幅 12.0m
高さ 3.2m

◆門柱の高さ
扉高 3.5m
吊金具 0.5m
引き上げ時の高さ 4.0m
引き上げ余裕高 0.5m
操作台（管理橋） 0.8m
上屋 3.2m
合計 12.5m
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河川断面

水門断面



景観に関わる条件：排水機場規模
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◆排水機場の規模
排水機場の規模は，「揚排水ポンプ設備

設計指針(案)同解説」に基づき，設定して
いる。

(平面図)

長さ 約35m

高
さ
約
1
2
m

幅
約
2
2
m

(縦断図)

操作室・
電気室

ポンプ室
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景観に関わる条件：施設全体の配置計画

90°

設計条件2：排水機場の場内道路(基準3)
・維持管理車両(4t車程度)が走行できること。

設計条件1：排水機場の位置(基準1,2)
・堤防天端から10.0m(管理用通路幅、保全
距離)を確保。
・大橋川堤防に直角方向に配置できること。

艇庫
予定地

排水機場
水 門

設計条件3：取付護岸
・可能な限り水門に近づけ，用地が最小限とな
るよう配置。

設計条件4：水門位置
・他施設や周辺道路へ影響しない位置とする。
・排水機場の維持管理車輛(25tセミトレーラ－)が
通行できること。

(準拠基準)
基準1:「改定 解説・河川管理施設等構造令」
基準2:「解説 工作物設置許可基準」
基準3:「揚排水ポンプ設備設計指針(案)同解説」



制約条件

平面寸法
奥行×幅

11.1m×23.8m
奥行×幅

11.1m×23.8m
奥行×幅

15.9m×21.4m
奥行×幅

17.4m×24.4m
奥行×幅

16.8m×25.0m

ゲート操作の確実性
(治水安全性)

○ ○ ○ △ ○

水門設置可能位置
(周辺への影響)

河道内に設置可能であり，周辺への影響はない。

景 観
(周辺との調和)

△ ○ ○ ○ ○

維持管理
(メンテナンス費用)

○ ○
△

(側部確認では，ﾄﾞ
ﾗｲにする必要あり)

△
(角落しによりﾄﾞﾗ
ｲにする必要あり)

△
(側部確認では，ﾄﾞ
ﾗｲにする必要あり)

コスト １.０0 １．05 １．3 １．3 １．4

総合評価 △ ○ △ △ △

水 門：ゲート形式

引上式ゲート
(一般的なタイプ)

横転式ゲート マイターゲート ライジングセク
ターゲート

水門構造に関して、制約条件を全て満足できる
引上げ式ゲート(塔タイプ)を採用する 7

引上式ゲート
(塔タイプ)



水 門：ゲート形式による景観の違い

一般的なタイプの門柱案 塔タイプの門柱案

くにびきメッセ側からのイメージ
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くにびきメッセ側からのイメージ



排水機場：建屋 基本コンセプト（1/3） 建築物の種別

◆種別の選定方針
くにびき大橋およびくびきメッセから計画地方向を望むと、近代的な建物(四角いイ
メージの建物)が連続するため，周景との調和を図る。

松江歴史館
◆民家調和型
見慣れた切妻屋根とする
ことにより，目立ちにくい

景観とする。

市内の商業施設

◆商業施設型
装飾によって，背後のく
にびきメッセとの調和を

図った景観とする。
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松江地方合同庁舎

◆近代建築型
近傍の近代建築物との調

和(景観の連続性)を図る。

採 用 案



排水機場：建屋 基本コンセプト（2/3） 屋根形状

◆外観の選定方針
ポンプ室が外観の大半を占める排水機場は壁面が大きくなるので、圧迫感を与えな
い外観とする。

◆ビル型

採 用 案

◆庇配置案

・くにびきメッセの屋根形状との調
和を図った案。

・シンプルな仕上げとなるが，壁面
に模様を設け，倉庫のような印象
となることを避ける必要がある。

・庇を設けることによって，体育館
との調和を図った案。

・従来の排水機場で多用されてきた
構造である。

・くにびきメッセの円形部分との調
和を図った案。

・遠景屋根部となるため，他案より
も建屋高が大きくなり，目立つ施
設となる。
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◆丸屋根(扁平屋根)案

(調 和)

(調 和)
(調 和)



排水機場：建屋 基本コンセプト（3/3） 外観デザイン

❏鉛直方向を強調することによってシャープな外観とし，できるだけ目立たない外観
とする。

◆水平方向を強調

採 用 案

◆鉛直方向を強調

・複数階層を有するビルで見られる
外観。

・排水機場建屋は単層構造のため，
横方向の模様は装飾的な印象とな
る。

・柱部分を強調することにより，構
造美，機能美を表現する外観。

・シャープな外観により，引き締
まった印象を与える。

・複数階層を有するビルで見られる
外観。

・縦，横のラインを強調することに
より，多様な印象を与える。
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◆縦・横を強調



排水機場：建屋 細部構造（1/3） 壁面の材質

❏コンクリート打ち放しは，明るく目立つ施設となるため不採用とする。
❏タイル張り，石張りは，排水機場建屋としては絢爛で高価なため，不採用とする。
❏化粧型枠(陰影)により，明度の調整を図り，周辺との調和に配慮する。
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採用案
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排水機場：建屋 細部構造（2/3） 壁面仕上げの模様

❏縦リブの陰影により建築物に引き締まった印象を与え、不規則な陰影により明度を
抑える事が出来ることから“縦リブ模様”を主体とした化粧型枠を採用する。

◆壁面の材質や模様は、水門も同様とし、統一感を持たせる。
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排水機場：建屋 細部構造（3/3） 付属設備の修景

❏付属設備が目立たないように，建屋内への格納や，外壁に設置する竪壁により修景
を図る。

●吐出し配管 (対策後)

(対策前)

(対策後)
●除塵機

(対策前)
除塵機を、操作室下の屋内
に格納し景観に配慮。

付属施設の前に竪壁を設
置し景観に配慮。
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排水機場：建屋 全体の仕上げ

排水機場は壁面積が大きいことから、
模様を付けない壁面を残し，縦リブを
強調するケースも検討する。側面も景観の

対象とする。

❏化粧型枠を用いて縦リブを強調し、建築物に引き締まった印象を与える。
また，不規則な陰影により壁面の明度を抑える。

日が当たる面 陰になる面

不規則な模様の陰影によ
り外観の明度を抑える。

縦リブ模様により引き締
まった印象を与える。
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上追子川合流点付近の景観検討結果

くにびき大橋より望む 縦リブ面の割合 80％
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上追子川合流点付近の景観検討結果

くにびきメッセより望む 縦リブ面の割合 80％
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上追子川合流点付近の景観検討結果

くにびき大橋より望む 縦リブ面の割合 100％
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上追子川合流点付近の景観検討結果

くにびきメッセより望む 縦リブ面の割合 100％


